
みんなとつながる。こうほうごじょう。
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６月５日開会された五條市議会６月定例会で、太田市長が市政

の報告を行いました。五條市が取り組んでいる事業などの主な

ものについて、執行状況などを皆さんにお知らせします。

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　

５
月
21
日
に
各
種
記
念
事
業
の
基

幹
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
N
H
K
の

ど
自
慢
」
が
40
年
ぶ
り
に
当
市
で
開

催
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
放

送
を
通
し
て
全
国
に
五
條
市
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　

楽
天
市
場
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
効
果
を
あ
げ
て
お

り
、
平
成
28
年
度
の
実
績
で
は
、
寄

附
件
数
・
寄
附
金
額
と
も
に
前
年
度

比
で
ほ
ぼ
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
へ
の
取
組

　

５
月
か
ら
五
條
市
防
災
行
政
無
線

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
運

用
し
て
い
る
携
帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア

メ
ー
ル
と
併
せ
て
、
災
害
の
緊
急
告

知
や
避
難
情
報
等
を
す
ば
や
く
伝
達

し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
五
條
市
へ

 

交
通
事
故
や
犯
罪
防
止
の
取
組

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
、「
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
」

を
始
め
、
各
種
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」

と
し
て
犯
罪
抑
止
と
交
通
安
全
意
識

の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装
着
補
助
金
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
約
３
０
０

台
を
目
途
に
募
集
し
て
お
り
、
交
通

事
故
や
犯
罪
の
な
い
五
條
市
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

平
成
30
年
度
政
府
予
算
に
係
る
概

算
要
求
に
自
衛
隊
展
開
基
盤
に
関
し

て
引
き
続
き
予
算
化
さ
れ
る
よ
う
に

知
事
と
と
も
に
政
府
要
望
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併

設
し
た
自
衛
隊
駐
屯
地
を
念
頭
に
、

当
該
用
地
の
取
得
に
向
け
、
市
と
し

て
基
本
構
想
を
策
定
し
、
地
元
お
よ

び
関
係
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
駐
屯

地
の
誘
致
実
現
を
図
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
、

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

消
防
団
の
団
員
確
保
お
よ
び
災
害

発
生
時
の
初
動
体
制
強
化
を
図
る
た

め
、
市
役
所
支
援
隊
の
早
期
の
発
足

に
向
け
、
現
在
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

消
防
車
両
に
つ
い
て
、
配
備
車
両

を
整
備
更
新
計
画
に
基
づ
き
機
動

性
・
操
作
性
に
優
れ
た
軽
四
輪
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
に
更
新
し
ま

し
た
。

人
権
を
守
る
た
め
の
取
組

　
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
の
４

月
11
日
に
は
、
本
市
に
お
い
て
も
県

内
一
斉
集
会
を
開
催
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

　

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　

政
府
が
行
う
「
未
来
へ
の
投
資
を

実
現
す
る
経
済
対
策
」
と
し
て
、
低

所
得
の
住
民
に
対
す
る
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
を
緩
和
す
る

た
め
の
臨
時
的
な
措
置
で
あ
る
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
受
付
を
３

月
中
旬
か
ら
開
始
し
、
６
月
か
ら
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

　

事
業
」
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
日
常
生
活

の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」と
、

65
歳
以
上
の
全
て
の
人
を
対
象
と
し

た「
一
般
介
護
予
防
事
業
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

２市政の報告



　　市政の報告
　　4月から現在までの市政の概要について報告します。

く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

　

五
條
市
へ
の
取
組

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
新

婚
世
帯
が
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る

際
に
必
要
と
な
る
住
居
物
件
を
賃
貸

借
す
る
た
め
の
費
用
や
引
越
費
用
の

一
部
を
支
援
す
る
「
五
條
市
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て

は
、
５
月
か
ら
申
請
の
受
付
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
の
孤
独
感

や
不
安
感
の
緩
和
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て

イ
オ
ン
五
條
店
２
階
へ
開
設
す
る

「
五
條
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
市
営
墓
地
の
整
備

　

新
市
営
墓
地
建
設
に
関
し
て
平
成

29
年
３
月
末
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
基
本
計
画
の
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
質

調
査
を
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
測

量
を
実
施
し
、
８
月
末
の
計
画
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
一
の
柿
の
ま
ち
・
柿
の
振
興

　

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
西
吉
野
柿
選
果
場

で
は
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に

よ
る
機
能
向
上
施
設
整
備
事
業
工
事

（
選
果
設
備
一
式
）が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
選
果
・
出
荷

能
力
、
出
荷
さ
れ
る
柿
の
品
質
が
向

上
し
、
よ
り
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
の
促
進

　

京
奈
和
自
動
車
道
開
通
を
契
機
と

し
た
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
「
南

大
和
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
」
に
昨
年
度
立

地
を
決
定
し
た
１
社
が
、
秋
ま
で
に

操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
年
度
立
地
を
決
定
し
た
１
社
が
、

年
度
内
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

五條市

京
奈
和
自
動
車
道
開
通
を

　

契
機
と
し
た
観
光
の
振
興

　

京
奈
和
自
動
車
道
や
国
道
１
６
８

号
の
市
内
道
路
整
備
の
進
捗
に
よ
り
、

県
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短

縮
が
一
層
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
お
よ
び
市
外

の
観
光
客
に
お
も
て
な
し
が
で
き
る

催
事
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
観
光
の
振
興

　

帝
塚
山
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
一

昨
年
５
月
か
ら
運
営
を
開
始
し
た
道

の
駅
「
吉
野
路
大
塔
」
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
テ
ヅ
カ
フ
ェ
」
も
、
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ジ
ビ
エ
、
特
に
猪
を
利
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

道
路
の
安
全
点
検
と
補
修
・
補
強

　

道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
に
よ
り
、
道

路
附
属
物
・
法
面
・
擁
壁
等
の
構
造

物
・
ト
ン
ネ
ル
点
検
が
完
了
し
、
そ

の
点
検
結
果
に
基
づ
き
状
態
の
悪
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
順
次
補
修
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26

年
度
か
ら
５
か
年
で
市
道
部
の
橋
梁

４
９
３
か
所
の
点
検
を
順
次
実
施
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
補
強
お
よ
び
補
修

工
事
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

既
存
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
化
を

　

支
援
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
へ

　

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
事
業
は
、
市
民
の
生
命
・
生

活
基
盤
を
守
る
重
要
な
事
業
と
位
置

づ
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
５
戸
の
耐

震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度

も
積
極
的
な
事
業
推
進
の
も
と
、
大

規
模
地
震
に
備
え
た
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

平
成
28
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
を
県
と
協
働
で
策
定
し
て
い

ま
す
。
う
ち
、
中
心
市
街
地
地
区
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

８
月
公
表
に
向
け
て
作
業
中
で
す
。

　

県
か
ら
の
支
援
対
象
事
業
に
つ
い

て
は
、
９
月
の
個
別
協
定
締
結
に
向

け
て
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
へ
の
取
組

　

本
年
３
月
に
久
米
・
ウ
エ
ス
コ
設

計
共
同
体
が
設
計
委
託
業
務
を
受
注

し
、
基
本
設
計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
随
時
「
新
庁
舎
建
設
だ
よ

り
」
を
発
行
し
、
周
知
と
意
見
集
約

を
行
い
な
が
ら
、
設
計
完
了
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

下
水
道
の
整
備

　

生
活
環
境
の
改
善
と
公
衆
衛
生
の

向
上
、
公
共
用
水
域
の
保
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
工
事
に

と
も
な
う
旧
五
條
高
校
跡
地
東
側
付

近
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
家
屋
等
の

事
前
調
査
を
５
月
で
完
了
し
、
９
月

初
旬
か
ら
本
格
的
工
事
に
着
手
す
る

た
め
の
水
道
管
お
よ
び
ガ
ス
管
の
仮

設
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

五
條
市
の
教
育
に
つ
い
て

　

学
校
適
正
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
の
説
明
会
や
保
護
者
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
、
学
校
適
正
化
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

幼
保
一
体
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

学
校
適
正
化
事
業
と
緊
密
な
連
携
の

も
と
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
２
つ
の
事
業
を

連
携
し
て
進
め
る
た
め
、
教
育
委
員

会
事
務
局
に
子
ど
も
未
来
課
を
設
置

し
ま
し
た
。

賀
名
生
分
校
の
魅
力
を
発
信

　

生
徒
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す

　

賀
名
生
分
校
魅
力
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
生
徒
の
農
業
実
習
を
支
援
す

る
団
体
の
設
立
準
備
や
就
労
活
動
に

つ
い
て
、
労
働
局
等
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

第
32
回
国
民
文
化
祭
・

第
17
回
全
国
障
害
者
文
化
祭
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

今
秋
に
開
催
さ
れ
る
、
国
内
最
大

級
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
「
第
32
回
国
民

文
化
祭
・
な
ら
２
０
１
７
」「
第
17

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら

大
会
」
の
た
め
、
五
條
市
の
大
会
実

行
委
員
会
を
設
立
し
、
大
会
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

五
條
文
化
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

　

た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
立
五
條
文
化
博
物
館
は
、
今
年

度
、
老
朽
化
し
た
建
物
設
備
の
修
理

お
よ
び
展
示
等
の
一
部
入
れ
替
え
を

行
う
た
め
休
館
し
て
お
り
、
現
在
は

工
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

民
俗
文
化
財
の
保
存
と

　

文
化
を
継
承
す
る
た
め
の
取
組

　

市
内
の
民
俗
芸
能
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
、
市
内
小
中
学

校
等
に
「
陀
々
堂
の
鬼
は
し
り
」・

「
篠
原
お
ど
り
」・「
阪
本
踊
り
」・「
惣

谷
狂
言
」
の
記
録
映
像
を
収
め
た

D
V
D
を
配
布
し
ま
し
た
。

い
じ
め
対
策
・
不
登
校
児
童
支
援
・

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
推
進

　

い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、「
五
條
市
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
対
応
と

し
て
、
幅
広
い
層
を
対
象
と
し
た
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
の
充
実
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
に

悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
を
支
援
す
る

た
め
に「
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」

を
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

『
出
張
相
談
会
』
と
し
て
開
設
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
と
と
も
に
支
援
機
関
の

紹
介
等
を
行
い
、
働
く
こ
と
の
で
き

な
い
若
者
の
自
立
就
労
支
援
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

国文祭・障文祭なら 2017
2017.9．1～ 11.30 開催

４市政の報告・ごじょうフォトニュース
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学年ごとにわんぱくに熱戦を繰り広げました。

地域のふれあいと健康づくり

　五條高校賀名生分校の生徒、地域の高齢者・幼稚園児が世代
を超えて交流する「第 26 回西吉野町長寿ふれあい健康祭」が
同校のグラウンドで行われました。1974 年、旧西吉野村の地
元老人クラブが「西吉野町における老人と若者の交流を深め、
生涯を健康で生き甲斐をもって暮らす」ことを主旨として始め
たイベントで、毎年５月に開催されています。

5/17

　
5/28 相撲から礼節を学び、友達づくり

　市内の年中から小学校 6年生の子どもたちが参加して、五條青
年会議所主催のわんぱく相撲五條場所が、五條小学校体育館で開
催されました。約 80 人の子どもたちが参加、奈良県相撲連盟の
力士から説明を受けたあと、それぞれの学年で熱戦を繰り広げま
した。また、保護者らも観客席から大声で応援し、好取組には惜
しみない拍手が送られました。この大会で４年～６年生の部で１
位となった選手は、７月に開催される全国大会に出場します。

第24回わんぱく相撲 五條場所

地元の皆さんと一緒に、お手を拝借！（借り人競争）

第26回西吉野町長寿ふれあい健康祭

　今年も西吉野地区から高齢者ら約
150 人が参加し、賀名生分校生、西
吉野幼稚園児と世代を超え、様々な
競技で交流しました。市のマスコッ
トキャラクターのゴーカスターも登
場し、ダンスや遊戯などでは一緒に
輪に加わり、にぎやかな声が響く１
日となりました。

試
合
後
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

5/21

　五條市上野公園総合体育館（シダーアリーナ）でNHK
のど自慢が開催されました。約 1,200 人の観客が見守る前
でゲストに堀内孝雄さん・石原詢子さんを迎え、前日の予
選会で選ばれた 20 組が出場。自慢の歌声やパフォーマン
スを披露しました。また、大いに盛り上がった会場の様子
はテレビやラジオを通じ、全国に生放送されました。

NHKのど自慢が開催されました
市制60周年記念・NHK奈良放送局開局80周年記念 会

場
一
体
と
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

高
齢
者
と
高
校
生
が
一
緒
に
選
手
宣
誓

ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
も
一
緒
に
ダ
ン
ス
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5/27 地域の声を伝えるために活動

　平成 29 年度五條市自治連合会定期総会が市民会館
で開催されました。総会では、役員の紹介や自治功労
者の表彰、予算審議などが行われました。市民の福祉
向上と豊かな地域づくりに寄与することが宣言され、
地域の声を市政に伝える役割を確認しました。

五條市自治連合会定期総会

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

理事
　片岡　義博（宇智地区）
　池上　輝雄（田園地区）
　遠山　重俊（阪合部地区）
　木之下　三朗（南宇智地区）
　本田　好市郎（南阿太地区）
　森脇　昭夫（大阿太地区）

■自治功労者表彰（敬称略）
◆市長表彰
　亀谷　繁美（相互町自治会）
　栗山　芳郎（鉄屋橋町自治会）
　久次米　尋　  （北中町自治会）
　永井　　　  （阪中町自治会）
　中南　武久（岡口東Ａ自治会）
　伊達　博彦（二見神社前自治会）
　髙﨑　浩司（あづみ台Ａ自治会）
　大垣　政市（中原開拓自治会）

　
◆会長表彰
　津村　治（阪下町自治会）
　齋藤　仁（川端町自治会）
　本迫　正晴（小島台団地自治会）
　川ノ上　清尊（六倉町自治会）
　槙野　久和（山ノ原町自治会）
　平尾　雅信（近内町自治会）
　永井　俊明（富之里町自治会）
　上北　博義（小古田自治会）

　梶谷　　男（南山自治会）
　日裏　一郎（江出自治会）
　　本　道孝（陰地自治会）
　北村　勇（　堂自治会）
　市平　克之（宇井自治会）
　西村　信隆  （引土自治会）
　柳瀨　伸悟（清水自治会）
　玉井　和尋（篠原自治会）

　巽　一也（白銀北地区）
　今北　皓一（賀名生地区）
　福井　純二（宗桧上地区）
　畠山　金作（宗桧下地区）
　市平　克之（大塔地区）

■役員
（役職名・氏名・地区名）（敬称略）
会長　
　丸山　泰登美（野原地区）　
副会長
　福岡　恒一郎（北宇智地区）
　岡本　光弘（本町地区）
　堀内　伸晃（二見地区）
　髙﨑　浩司（あづみ台地区）
　丹原　敏男（新町地区）
事務局長
　久保　久彦（中央地区）
会計
　菊川　善久（須恵岡口地区）
監事
　　　啓助（白銀南地区）　　　　
　川村　家　（宗桧中地区）　　　
書記
　永井　正貴（五條東地区）
顧問
　谷向　秀喜（牧野地区）

太
田
市
長
・
丸
山
自
治
連
合
会
長
と

表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん
の
記
念
撮
影

長
年
の
功
績
に
、
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

丸山自治連合会長によるあいさつ

平
成
29
年
度
自
治
連
合
会
役
員
に
よ
る
集
合
写
真

６ごじょうフォトニュース
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五條市体育協会主催

　第 35 回市民球技大
会は、これまでに約
1,000 人が参加して 10
競技が行われました。
各競技の結果をお知ら
せします。（敬称略）

市民球技大会の結果報告

▼サッカーの部
（中学生の部）
優　勝　五條中学校
準優勝　五條西中学校
（社会人一部）
優　勝　五條ＦＣ
準優勝　BLACK BOARD
（社会人二部）
優　勝　ﾌﾟﾚｽﾄＦＣ五條
準優勝　神宅ＦＣ

▼バスケットボールの部
（中学生男子）
優　勝　五條西中学校
準優勝　野原中学校
三　位　五條中学校
（中学生女子）
優　勝　五條西中学校
（一般男子）
優　勝　Umizalu
準優勝　五條ｸﾗﾌﾞﾚｼﾞｪﾝｽﾞ
第三位　BASS GREEN
（一般女子）
優　勝　YAMATO

▼テニスの部
（男子ダブルス）
優　勝　上田 茂・重松 亨
準優勝　辻尾和也・山本喜久　
（混合ダブルス）
優　勝　山﨑昌之・山﨑孝枝
準優勝　正木亮一・正木ちあき

▼ゲートボールの部
優　勝　上之
準優勝　下之
第三位　賀名生

▼グラウンドゴルフの部
Ａゾーン
優　勝　尾上勝美（丹原ﾁｰﾑﾌﾚﾝﾄﾞ）
準優勝　浦本とし子（丹原ﾁｰﾑﾌﾚﾝﾄﾞ）
Ｂゾーン
優　勝　坂上嘉一（住川GG愛好会 A）
準優勝　中井博文（住川GG愛好会 B）
第三位　喜多 務（本町会 A）
Ｃゾーン
優　勝　森 義三（ひまわりｸﾗﾌﾞA）
準優勝　宮本　修作（北居会 A）
第三位　藤村　清利（北居会 A）

▼ペタンクの部
優　勝　岸本武房・塩月スミエ（新町）
準優勝　南 敬三・堤 公三（おとこまえ）
第三位　北畑千慧・小平恒子（青葉会）
　　　　川嶋克佶・辻本公久
　　　　（阪合部老人ｸﾗﾌﾞＤ）

▼バレーボールの部
（中学校の部）
優勝　五條中学校
準優勝　野原中学校
第三位　五條東中学校
（一般男子の部）
優勝　市役所
（一般女子の部）
優勝　WAVE
準優勝　D-ZONE

▼ソフトテニスの部
（中学男子の部）
優　勝　大垣勝哉・櫻井貴也
　　　　（五條西中学校）
準優勝　大野充輝・麻原大雅
　　　　（五條西中学校）
第三位　森 一馬・天野 颯
　　　　（五條西中学校）　
（中学女子の部）
優　勝　水掫希郁・山本美夢
　　　　（五條西中学校）
準優勝　北窪莉乃・岡本夏芽
　　　　（西吉野中学校）
第三位　中井幸花・東山花音
　　　　（五條西中学校）
　　　　新子晴菜・辻本夢歩
　　　　（西吉野中学校）
（一般・高校男子の部）
優　勝　木村茂和・田中良知
　　　　（五條市ｿﾌﾄﾃﾆｽ協会）
準優勝　中村圭吾・辻内直樹
　　　　（五條市ｿﾌﾄﾃﾆｽ協会）
（シニア・OGの部）
優　勝　小林貴代・山田英男
　　　　（五條市ｿﾌﾄﾃﾆｽ協会）
準優勝　井藤設子・喜多貴子
　　　　（五條市ｿﾌﾄﾃﾆｽ協会）

▼卓球の部
（一般男子　一部）
優　勝　安満琉斗（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
準優勝　山内歩夢（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
第三位　田中大志（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
　　　　辻本 凌（ETTC）
（一般男子　二部）
優　勝　喜多優人（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
準優勝　植田卓磨（五條高等学校）
第三位　井上広人（五條高等学校）
　　　　窪田尊文（五條高等学校）
（一般女子の部　一部）
優　勝　下浦麻美（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
準優勝　瀧本華鈴（五條高等学校）
第三位　桝竹菜々美（五條高等学校）
　　　　安満 遥（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
（小中学生男子の部　一部）
優　勝　藏永龍輝（五條西中学校）
準優勝　速水勇文（五條東中学校）
第三位　御勢智司（二見卓球ｸﾗﾌﾞ）
　　　　森川海音（野原中学校）
（小中学生男子の部　二部）
優　勝　田中成龍（野原中学校）
準優勝　松原智樹（五條東中学校）
第三位　川井秀悟（野原中学校）
　　　　辻本蒼汰（五條中学校）
（小中学生女子の部　一部）
優　勝　田中里歩（五條東中学校）
準優勝　岡本章那（西吉野中学校）
第三位　森本千尋（野原卓球ｸﾗﾌﾞ）
　　　　三箇深鈴（五條東中学校）
（小中学生女子の部　二部）
優　勝　泉谷瑞穂（西吉野中学校）
準優勝　大西香理（五條中学校）
第三位　田中咲那（五條東中学校）
　　　　水本吏音（西吉野中学校）
（ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙの部　一部）
優　勝　石阪敬啓（五條ﾗｰｼﾞ）
準優勝　田野瀬俊夫（五條ﾗｰｼﾞ）
第三位　峯野博己（五條ﾗｰｼﾞ）
　　　　山本仁子（五條ﾗｰｼﾞ）
（ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙの部　二部）
優　勝　堤　緑（五條ﾗｰｼﾞ）
準優勝　松下光宏（五條ﾗｰｼﾞ）
第三位　久保美知代（五條ﾗｰｼﾞ）
　　　　植田イサ子（五條ﾗｰｼﾞ）

▼ソフトボールの部
優　勝　北宇智地区体育協会 B
準優勝　北宇智地区体育協会 A
第三位　西吉野地区体育協会
第四位　阪合部地区体育協会

テニスの部 市平和久さんによる選手宣誓

第 35回市民球技大会各競技の結果
上野公園での開会式の様子
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耐震診断・改修について

木造住宅耐震診断・
耐震改修工事補助事業を実施します

安心・安全のまちづくりのために

　五條市では、安心・安全なまちづくりを目指して、木造

住宅の耐震化促進に取り組んでいます。本年度も耐震診断

の助成事業と耐震改修工事の補助事業を実施しますので、

次のとおり希望者を募集します。

耐震改修工事補助事業耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が５０万円以上の工事　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が５０万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする
　　改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の　　改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の
　　数値にする改修工事　　数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 30年２月 15 日まで　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 30年２月 15 日まで
　　に完了するもの　　に完了するもの
　▼市税の滞納がないこと。　▼市税の滞納がないこと。
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）　▼87万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月 10日（月）～ 12月８日（金）■受付期間　７月 10日（月）～ 12月８日（金）
※土日祝日を除く※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月 10日（月）～ 21日（金）■受付期間　７月 10日（月）～ 21日（金）

※土日祝日を除く※土日祝日を除く

耐震診断事業耐震診断事業

■申込・問合先　建設課（内線 279）■申込・問合先　建設課（内線 279）
※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

下
水
道
へ
の
雨
水
侵
入
防
止
に

　

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

五
條
市
の
公
共
下
水
道
は
、
ト

イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
は
下
水
管
に
、
雨
水
は

雨
水
管
や
水
路
に
流
す
分
流
式
下

水
道
で
す
。

　

大
雨
の
日
に
大
量
の
雨
水
が
下

水
道
施
設
に
流
れ
込
み
、
処
理
場

の
負
荷
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ

れ
た
り
、
水
圧
で
舗
装
等
が
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

汚
水
ま
す
の
場
所
や
点
検
方
法

が
分
か
ら
な
い
、破
損
が
見
つ
か
っ

た
の
で
修
繕
し
た
い
、
と
い
っ
た

場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
五

條
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

指
定
工
事
店
は
五
條
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

「
五
條
市　

排
水
」
で
検
索
。

■
異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い

▼
雨
ど
い
が
誤
っ
て
汚
水
ま
す
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
汚
水
ま
す
の
フ
タ
が
壊
れ
て
、

雨
水
が
侵
入
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

▼
雨
の
日
に
水
道
を
使
っ
て
い
な

い
の
に
、
汚
水
ま
す
の
中
を
大

量
の
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

排水設備 公共下水道
（個人管理） （市管理）

宅地 道路

トイレ お風呂 台所

汚水管 下水道管

汚水ます

雨
ど
い
の
誤
接
続
は
な
い
か
、

  

汚
水
ま
す
の
フ
タ
が

　

壊
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
！

■
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▼
雨
の
日
に
雨
水
を
排
水
す
る
た

め
に
汚
水
ま
す
の
フ
タ
を
故
意

に
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定

工
事
店
で
な
い
と
工
事
は
で
き

ま
せ
ん
。

雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
て
い
ま
せ
ん
か

■
問
合
先　

下
水
道
課

　
（
内
線
３
９
５
）

下水道課からお願い

耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が５０万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする
　　改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の
　　数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 30年２月 15 日まで
　　に完了するもの
　▼市税の滞納がないこと。
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月 10日（月）～ 12月８日（金）
※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月 10日（月）～ 21日（金）

※土日祝日を除く

耐震診断事業

■申込・問合先　建設課（内線 279）
※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

８くらしのメモ



耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が５０万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする
　　改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の
　　数値にする改修工事
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 30年２月 15 日まで
　　に完了するもの
　▼市税の滞納がないこと。
　※交付決定前に着手・契約した工事は交付金を受けられません。
■補助金の額
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　７月 10日（月）～ 12月８日（金）
※土日祝日を除く

■補助の対象住宅は以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された

　　在来軸組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く

　　階数が２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用は無料です　

■募集件数　20件（先着順）

■受付期間　７月 10日（月）～ 21日（金）

※土日祝日を除く

耐震診断事業

■申込・問合先　建設課（内線 279）
※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

身近な河川を守りましょう

■毎年１回以上
　（全ばっ気方式の単独処理
浄化槽においては６か月に
1回以上）
■浄化槽清掃業者に依頼して
ください。
■問合先　クリーン・オアシス
　　　　　☎２２・４４４１

■毎年３回以上
　（処理方式、使用状況等で異なります）
■装置の調整・修理などを行います。
■浄化槽保守点検業者に依頼して
ください。
■問合先
　奈良県景観・環境総合センター
　☎０７４４・４３・３４１４

■毎年１回
■適正に管理（清掃と保守点検）
をされているか、正常に働いて
いるかを検査します。
■問合先
　（一社）奈良県環境保全協会
　☎０７４５・２２・５１６１

駆除費用の一部を補助
　

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
す
る
ス
ズ
メ
バ

チ
の
危
険
を
未
然
に
防
止
し
、
市
民
生
活
の
安

全
を
図
る
た
め
駆
除
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
補
助
対
象

▼
市
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
し
て
い

る
建
物
ま
た
は
土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
や

管
理
者
で
あ
る
人
（
法
人
・
国
・
地
方
公
共

団
体
は
除
く
）

▼
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣

を
駆
除
し
た
人

※

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に
限
定
し
ま
す
。
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
等
の
巣
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の

　

２
分
の
１
（
上
限
１
万
円
ま
で
）

■
手
続
方
法

▼
駆
除
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
駆
除
後
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
駆
除
費
用
の
領
収
書
の
写
し

　

②
駆
除
場
所
の
位
置
図
、
見
取
図

　

③
駆
除
前
後
の
写
真
を
各
１
枚

※

申
込
は
先
着
順
と
し
、
予
算
が
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

■
問
合
先　

生
活
環
境
課
（
内
線
３
９
１
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

　

駆
除
費
を
補
助
し
ま
す

　

下
水
道
事
業
認
可
区
域
以
外
の
一

般
家
庭
で
、
平
成
29
年
度
中
に
10
人

槽
ま
で
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
書
の
配
布
・
受
付
は
４
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

※

年
度
内
に
補
助
で
き
る
件
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

※

補
助
対
象
区
域
等
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課　

（
内
線
３
９
１
）

浄
化
槽
設
置
費
用
の

 

一
部
を
補
助
し
ま
す

設置費用の一部を補助

浄
化
槽
の

 
維
持
管
理
は

  

で
き
て
い
ま
す
か

　

あ
な
た
の
身
近
な
川
は
き
れ

い
で
す
か
？
川
の
汚
れ
の
大
き

な
要
因
は
生
活
排
水
（
ト
イ
レ
、

炊
事
、
洗
濯
な
ど
）
で
す
。

　

下
水
道
が
接
続
さ
れ
て
い
な

い
家
の
生
活
排
水
は
、
浄
化
槽

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
後
、
河

川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
浄
化
槽

は
河
川
を
「
き
れ
い
」
に
保
つ

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

浄化槽を使用するには「３つの義務」があります
　浄化槽は微生物の働きで生活排水を処理するため、微生物が活動しやすい環境を保つように維持管
理が必要です。維持管理には保守点検・清掃・法定検査があり、法律で定期的に実施することが義務
付けられています。

②清掃①保守点検 ③法定検査

設
置
し
て
川
を
守
ろ
う

の

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
た
め

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

　

（
内
線
３
９
１
）

し
っ
か
り
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

きれいな河川を保つために

協力お願いします！！

９ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



国民健康保険
■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

ま
た
は
、
特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

　

高
齢
受
給
者
証
（※

１
）
ま
た
は
特
定

疾
病
療
養
受
給
者
証
（※
２
）
を
７
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※

１　

平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳

に
な
る
人
の
有
効
期
限
は
、
誕
生
日
の

前
日
ま
で
で
す
。

※

２　

昭
和
20
年
７
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
の
有
効
期
限
は
、
75
歳
の
誕
生

日
の
前
日
ま
で
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す

　

引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
人
や
新
規

で
交
付
申
請
す
る
場
合
は
、
保
険
課
の
窓

口
で
申
請
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
（
現
在
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
認
定
証
も
必
要
）

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
各
世
帯
の
課
税
額
、
納
期
限
、
納
期
別

金
額
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
な
ど
を
納
税
通
知

書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

軽減対象となる所得の基準 
軽減割合 

改正前 改正後 
７割 前年の世帯の所得が33万円以下 改正前と同じ 

５割 
前年の世帯の所得が 33万円 
+(26万５千円×被保険者数)以下 

前年の世帯の所得が 33万円 
+（27万円×被保険者数)以下 

２割 
前年の世帯の所得が 33万円 
+(48万円×被保険者数)以下 

前年の世帯の所得が 33万円 
+（49万円×被保険者数)以下 

※世帯主の所得は、国民健康保険への加入・未加入にかかわらず所得判定の対象になります。
※国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人数と所得を含めて算定します。

高
齢
受
給
者
証
・

　

特
定
疾
病
療
養
受
給
者
証
・

　
　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

納め忘れもなく安心・確実、
納税は便利で確実な口座振替で

国民健康保険税や後期高齢者医療保険料は、「口座振替」
ができます。申し込みは、市役所保険課、西吉野・大塔
支所、市内金融機関（関西アーバン銀行プラザ店を除く）
の窓口で「口座振替依頼書」に必要事項を記入・押印す
るだけです。

■問合先　保険税係
　（内線２６６、３７３）

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

　

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

■
所
得
が
少
な
い
世
帯
へ
の
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

世
帯
の
前
年
分
の
所
得
が
基
準
以
下

の
場
合
、
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
の
基
準
と
な
る
所
得
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
保
険
税
を
軽
減
さ
れ
る

人
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※

軽
減
を
受
け
る
に
は
前
年
分
の
所
得

を
申
告
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
、
納
税
通
知
書
到
着
後

は
、
窓
口
・
電
話
と
も
に
大
変

混
雑
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
世
帯

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
し
て
い
る
世
帯
）

　

１
年
間
の
保
険
税
を
７
月
か
ら

翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
に
分
け
て

納
付
す
る
方
法
と
、
７
月
に
一
括

で
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
前
年
度
に
特
別
徴
収
で
納
付
し

た
世
帯

（
年
金
天
引
き
で
納
付
し
た
世
帯
）

　

世
帯
構
成
に
変
更
ま
た
は
、
世

帯
の
中
に
今
年
度
中
に
75
歳
に
な

る
人
が
い
な
い
場
合
、
今
年
度
も

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
65
歳
未

満
の
人
が
追
加
加
入
し
た
場
合
な

ど
は
普
通
徴
収
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

■
前
年
度
中
に
特
別
徴
収
の
要
件

を
満
た
し
た
世
帯

（
65
歳
以
上
の
加
入
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
な
ど
）

　

納
付
方
法
が
10
月
か
ら
特
別
徴

収
に
な
り
ま
す
が
、
９
月
ま
で
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の
で
、
納

付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
２
６
６
、
３
７
３
）

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

10くらしのメモ



後期高齢者医療保険・福祉医療

■
保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま

す

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
決
定
通

知
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

普
通
徴
収
で
保
険
料
を
納
付
さ
れ

る
人
と
年
金
天
引
き
が
す
ぐ
に
開

始
で
き
な
い
場
合
に
は
、
納
付
書

を
同
封
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
、
ま
た
は
市
役
所
お
よ

び
各
支
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
ま
で
年
金
天
引
き
の
人
で

も
普
通
徴
収
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
封
筒
は
必
ず
開
封
し
て
中

身
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
み
な
さ
ん

の
医
療
費
を
支
え
る
財
源
と
な
り

ま
す
の
で
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※

保
険
料
は
平
成
28
年
中
の
所
得

に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
現
在
受
給
資
格
が
あ
る
人

　

現
在
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
受
給
資
格
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
８
月
以
降
も
資
格
要
件
を
満

た
す
人
で
、
必
要
な
人
に
は
申
請

書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

更
新
書
類
等
の
送
付
が
な
い
人

は
、
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
。

※

８
月
１
日
以
降
の
受
給
資
格
は

平
成
28
年
中
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
。

※

福
祉
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

　

被
保
険
者
証
・
保
険
料
決
定
通
知
を
郵
送
し
ま
す

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
が
、
７
月
中
旬
に

簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
右
上
に
あ

る
有
効
期
限
が
「
平
成
30
年
７
月

31
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

郵
便
を
転
送
し
て
い
る
人
は
、

転
送
期
間
（
１
年
）
が
経
過
し

て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い

て

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

外
来
診
療
や
入
院
時
の
入
院
費

用
・
食
事
代
を
減
額
で
き
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

認
定
書
の
交
付
は
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
が
条
件
で
す
。
同
じ

世
帯
の
人
が
所
得
税
・
市
民
税

の
申
告
で
市
民
税
課
税
世
帯
と

な
っ
た
場
合
は
認
定
が
取
り
消

さ
れ
ま
す
。

※

昨
年
か
ら
引
き
続
き
認
定
さ
れ

た
人
に
は
申
請
し
な
く
て
も
認

定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※

８
月
１
日
以
降
に
、
新
た
に
認

定
証
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は

保
険
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
被
保
険
者
証
、②
印
鑑

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
９
３
・
３
７
３
）　

福
祉
医
療
費
助
成
の

　

更
新
・
新
規
申
請
手
続■

新
し
く
申
請
す
る
人

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象
者
で
、

新
た
に
医
療
費
助
成
制
度
を
希
望

す
る
場
合
は
申
請
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
方
法
、必
要
書
類
、

所
得
要
件
等
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※

各
福
祉
医
療
制
度
の
助
成
対
象

者
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

で
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
９
３
・
３
７
３
）

※子ども医療以外は所得制限があります。

制度名

子ども医療

ひとり親
家庭等医療

心身障害者
医療

重度心身障害
老人等医療

対　　象　　者
０歳から中学生（卒業する年度の 3
月 31日まで）の子

１歳以上 75歳未満で、身体障害者
手帳１・２級または奈良県発行の療
育手帳Ａ１・Ａ２を持っている人

①配偶者のいない父または母に扶養され
ている児童（満 18歳に達する日以後
の最初の 3月 31日までの児童。以下
同じ。）
②上記①の児童を扶養している配偶者の
いない父または母
③父母ともにいない児童
④上記③の児童を養育している配偶者の
いない祖父、祖母、兄または姉等

後期高齢者医療制度に該当する人
で、身体障害者手帳１・２級また
は奈良県発行の療育手帳Ａ１・Ａ２
を持っている人

福祉医療制度の対象者 申
請
書
類
が
届
い
た
ら
手
続
を

届
い
た
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
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介護保険

介護福祉課
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

７
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に

　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
な
ど
か
ら
算

出
し
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
、
下
の
表
の
と

お
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
五
條
市
の
「
基
準

額
」
は
、
年
額
７
１
４
０
０
円
（
月

額
５
９
５
０
円
）
で
す
。
ま
た
、
所

得
段
階
が
第
１
段
階
の
人
に
つ
い
て

は
、保
険
料
の
軽
減
（
基
準
額×

０
．

５
０
か
ら
基
準
額×

０
．
４
５
へ
）

が
平
成
28
年
度
か
ら
引
き
続
き
行
わ

れ
ま
す
。

※

基
準
額
は
平
成
28
年
度
と
同
額
で

す
。

■
介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方

■
介
護
保
険
料
の
納
め
方

第１段階

第６段階

第８段階

第７段階

第５段階

第４段階

第３段階

第２段階

第10段階

第９段階

第11段階

第12段階

所得段階 対　　　象　　　者 調整率 保険料

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 120 万円を超える人

▼生活保護を受給している人
▼老齢福祉年金を受給している人で、世帯全員が住
民税非課税の人

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人

▼世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が 120 万円以下の人

▼世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民
税非課税で前年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が 80 万円以下の人

▼世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で第 4段階に該当しない人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円
以上 190 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円
以上 290 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 290 万円
以上 400 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 400 万円
以上 600 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 600 万円
以上 800 万円未満の人

▼本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 800 万円
以上の人

基準額
×1.00
基準額
×1.20

基準額
×1.50

基準額
×1.30

基準額
×1.60
基準額
×1.75

基準額
×2.00

基準額
×1.80

基準額
×0.45

基準額
×0.70

基準額
×0.90

基準額
×0.75

64,260円

71,400円

85,680円

92,820円

107,100円

114,240円

124,950円

128,520円

142,800円

53,550円

49,980円

32,130円

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受

給
し
て
い
る
年
金
額
等
に
よ
っ
て
納
め
方
は
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
納
め
る
保
険
料
は
、

65
歳
に
な
っ
た
月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
）

の
分
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼年金の定期払い（年６回）の際に、
保険料があらかじめ差し引かれて
年金が支給されます。
※年度途中で 65 歳になった人や他市
町村から転入した人は、すぐに特
別徴収できないので、納付書等で
の納付（普通徴収）になります。

▼介護福祉課から送付する納付書で
個別に保険料を納めます（年８回）。
▼納付場所は市指定の金融機関また
は介護福祉課、各支所の窓口とな
ります。
▼口座振替で保険料を納めることも
できます。手続は、保険料の納付書、
預金通帳、通帳届出印をもって、
介護福祉課、各支所または市指定
の金融機関で申し込んでください。

※介護保険料の年額や納め方については、７月初旬に郵送する書類で確認してください。

①年金が年額 18万円以上の人は
　年金から天引き（特別徴収）
になります

②年金が年額 18万円未満の人は
　納付書等での納付（普通徴収）
になります

第１号被保険者を所得別 12段階に分けた介護保険料率表

12くらしのメモ



介護保険

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募
し
ま
す

　

五
條
市
で
は
、「
五
條
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
６
期
五
條
市

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
定
め
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
経
営
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
事
業
所
候
補
者
を
公
募
し
ま
す
。

整
備
目
標
年
度　

平
成
29
年
度

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
応
募
受
付　

７
月
12
日
〜
28
日

▼
選
考
期
間　

７
月
31
日
〜
９
月

中
旬
ご
ろ

▼
結
果
公
表　

９
月
下
旬
ご
ろ

※

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　

公
募
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
応
募
受
付
期

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
等
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■問合先　介護福祉課（内線４００）　FAX２５・０２９４　メール kaigofukushika@city.gojo.lg.jp

公募するサービスの種類等
整備対象事業 優先整備圏域 該当地区名

認知症対応型通所介護
（介護予防含む）

小規模多機能型居宅介護
（介護予防含む）
※登録定員29人

五條東中学校区
（１事業所）

宇智地区、北宇智地区、
南阿太地区、大阿太地区

五條中学校区
もしくは
五條東中学校区
（１事業所）

五條地区、阪合部地区
（五條中学校区）
もしくは

宇智地区、北宇智地区、
南阿太地区、大阿太地区
（五條東中学校区）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
？

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納
期
間
に

応
じ
て
介
護
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１
割
ま

た
は
２
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
は
必

ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
１
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
費
用
の
全
額

を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負
担
し
、
申

請
に
よ
り
、
あ
と
で
９
割
ま
た
は
８

割
相
当
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と

　

費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担

し
、
申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
、

ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め

と
な
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料
に

充
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
２
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

納
期
限
か
ら
２
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
時
効
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
が

３
割
に
な
る
と
と
も
に
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
や
食
費
・
居
住
費
の
負

担
軽
減
（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
）が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※

上
記
給
付
の
制
限
と
は
別
に
、
滞

納
が
続
く
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
令

に
基
づ
く
滞
納
処
分
（
預
貯
金
の

差
し
押
さ
え
な
ど
）
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
滞
納
し
て
い
る
保

険
料
が
あ
る
人
は
、
必
ず
介
護
福

祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
お
よ
び
総
合
事
業
の
対
象
者

に
、
利
用
者
の
負
担
割
合
（
１
割
ま

た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
を
７
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
８
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

ま
た
、
今
年
の
「
介
護
保
険
負
担

割
合
証
」
は
緑
色
（
前
年
は
青
色
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
間
違
え
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

人
）
の
負
担
割
合
は
、
一
定
以
上
の

所
得
の
あ
る
人
は
２
割
負
担
、
そ
れ

以
外
の
人
は
１
割
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
第
２
号
被
保
険
者
（
64
歳
未

満
の
人
）は
一
律
１
割
負
担
で
す
。

■
問
合
先　
　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
９
４
・
４
０
０
）

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

送
付
し
ま
す

今
年
の
８
月
１
日
か
ら
の

す
。
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■
問
合
先　

み
ど
り
園　

☎
２
４
・
４
１
１
１

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

か
ら
お
知
ら
せ

「
訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
」を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

奈
良
県
で
は
本
年
４
月
か
ら
、

消
費
生
活
条
例
に
「
訪
問
販
売

お
断
り
の
は
り
紙
を
す
る
こ
と

で
、
勧
誘
を
拒
絶
す
る
意
思
に

あ
た
る
」
と
明
記
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
都
道
府
県
初
の
取
組
で
、

玄
関
先
な
ど
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

っ
て
い
る
家
を
訪
問
し
た
場
合
は
、

条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。
違
反
し

た
業
者
は
勧
告
を
受
け
、
そ
れ
で

も
是
正
さ
れ
な
い
場
合
は
、
社
名

が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
を
受
け
、
五
條
市
消

費
生
活
相
談
窓
口
で
は
五
條
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。
自
治
会
を
通
し
て
、

７
月
初
旬
ま
で
に
全
戸
に
配
布
さ

れ
る
予
定
で
す
。

※

届
か
な
い
場
合
や
、
玄
関
先
と

勝
手
口
の
２
か
所
に
貼
り
た
い

場
合
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木
10
時
〜
15
時

　

現
在
、
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
の
受

給
資
格
は
７
月
31
日
で
一
旦
満
了
し
ま
す
。
更
新
・
新
規
の
手
続
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

更
新
・
新
規
申
請
手
続
を
受
け
付
け
ま
す

■
現
在
受
給
資
格
が
あ
る
場
合

※

今
年
度
か
ら
、
更
新
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

■
新
た
に
申
請
す
る
場
合　

　

資
格
要
件
に
該
当
し
、
新
た
に

医
療
費
助
成
制
度
を
希
望
す
る
場

合
は
申
請
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
方
法
・
必
要
書
類
・
所

得
要
件
等
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次

の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
を
持
っ
て
い
る

人
▼
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▼
福
祉
医
療
制
度
（
子
ど
も
医
療
・

心
身
障
害
者
医
療
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
・
重
度
心
身
障
害

老
人
等
医
療
）
を
利
用
し
て
い

な
い
人

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課

 　
（
内
線
２
０
９･

２
９
９
）

必
要
な
人
は
手
続
し
て
く
だ
さ
い

▼
資
格
要
件
お
よ
び
所
得
を
確
認

で
き
た
人

　

自
動
更
新
に
な
る
の
で
、
手
続

は
不
要
で
す
。
現
在
、
医
療
費
受

給
資
格
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

７
月
下
旬
に
新
し
い
資
格
証
を
郵

送
し
ま
す
。

▼
資
格
要
件
お
よ
び
所
得
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
人

　

６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
、
早
め
に
更
新
手
続
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
を
し
な
い

と
、
８
月
１
日
か
ら
制
度
の
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　犯罪や非行のない安全・安心な地域
社会を築くための取組を進めよう。
　犯罪や非行をした人たちの立ち直り
を支えよう
　“社会を明るくする運動” は、すべての国民が、
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築こうと
する全国的な運動です。
　期間中は、街頭啓発、小・中学生による作文コン
テスト、広報車による市内巡回啓発、「愛の善意」
募金運動等の活動を行います。

犯罪や非行のない安全 安心な地域

7 月は、
社会を明るくする運動強調月間

保護司による電話相談
更生保護「ひまわりテレホン相談」　
☎0742・20・6000

月～土曜日（祝日を除く）13時～16時

五條地区保護司会
　☎0747・24・3011

月～金曜日（祝日を除く）13時～16時

内閣総理大臣メッセージ伝達式
■日時　7月３日（月）16時～
■場所　更生保護サポートセンター五條
　　　　（旧消防庁舎前）

内閣総理大臣メッセージ伝達式

犯罪や非行 な 安全 安心な地域

、月月777月月77777 ははははははは
る運 強調月月間るるるるすすすすするるすすすすするるくくすすすすすするるるるくくるくくるるる社社社会会会をををををを明明明 月月月月月月月月社社 すす社社会会社社社会会をををををを会会会を社社社 動 月社社 月月月強強強強強動

7月は、
社会を明るくする運動強調月間

■問合先　社会福祉課（内線２０９）

精神障害者医療助成の更新・申請

社会を明るくする運動

　犯罪や非行をした人たちやその家族からの電話
相談を受付けています。どんな些細な事でも結構
です。ひとりで悩まないで、電話してください。

14くらしのメモ



　平成 29 年 11 月 30 日任期満了に伴う五條市
議会議員選挙について、次のとおり選挙期日等 
を決定しましたのでお知らせします。
■問合先　選挙管理委員会事務局（内線 231）

■選挙の期日
■選挙期日の告示日
■立候補予定者
　説明会 
■開票の日時
　・場所

五條市議会議員選挙の
選挙期日等の決定について

～公職選挙法の改正により、選挙年齢が「満 18 歳以上」に引き下げられています～

11 月 19 日（日）
11 月 12 日（日）
▼日時　10 月４日（水）14 時～
▼場所　中央公民館
▼日時　11 月 19 日（日）21 時～
▼場所　五條小学校体育館

■
刈
草
た
い
肥
を
配
布
し
ま
す

　

昨
年
度
配
布
し
て
好
評

だ
っ
た
刈
草
た
い
肥
の
袋
詰

め
が
、
今
年
も
で
き
ま
し
た
。

　

み
ど
り
園
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
事
務
所
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

■
刈
草

昨
年

だ
っ
た

め
が
、

み
ど

の
で
、

て
く
だ

だめ

み
ど
り
園
の
開
園
時
間

　８時 30分～ 11時 50分
　13時～ 16時

ごみ等の持ち込み時間
■指定袋入りおよび資源物

　９時～ 11時 50分
　13時～ 16時

■計量が必要なごみ

※事前申請が必要です。
13時～

※事前申

　

11
時
50
分
〜
13
時
の
間
は
大

型
重
機
に
よ
る
資
源
物
の
積
み

込
み
作
業
を
し
て
お
り
、
危
険

が
伴
い
ま
す
の
で
門
を
閉
め
て

い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
事
前
申
請
の
試
行
期
間

が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
７
月

か
ら
は
み
ど
り
園
に
ご
み
を
持

ち
込
む
前
（
当
日
電
話
可
）
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

み
ど
り
園　

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
問
合
先　

み
ど
り
園　

☎
２
４
・
４
１
１
１

■
ご
み
集
積
場
整
備
を
補
助

し
ま
す

　

み
ど
り
園
で
は
集
積
場
を

新
設
す
る
な
ど
の
場
合
、
事

業
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
補
助
率
は
通
常
事
業

費
の
３
分
の
２
で
、
そ
の
上

限
は
30
万
円
で
す
。
網
掛
け

（
鳥
よ
け
ネ
ッ
ト
）
も
補
助
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
設

置
前
に
み
ど
り
園
ま
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

み
ど
り
園　

☎
２
４
・
４
１
１
１

みどり園だより

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
五
條

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
五
條
市
長
の
資
産
等

の
概
要
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
五
條
市
長
の
資
産
等
補
充

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年

新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
資
産

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

五
條
市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す

政
治
倫
理
を
確
立
す
る
た
め

３
関
連
会
社
等
報
告
書
の
内
容

　
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

　
（
報
酬
を
得
て
役
員
・
顧
問
等
の

　

役
職
に
就
い
て
い
る
会
社
等
）　

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

■
問
合
先　

秘
書
課
（
内
線
２
０
２
）

１
市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
の
内
容

　
（
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
）

　

昨
年
１
年
間
に
新
た
に
有
す
る
こ 

　

と
と
な
っ
た
資
産
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
所
得
等
報
告
書
の
内
容

　
（
前
年
の
所
得
）

　

不
動
産
所
得

　

１
０
８
万
７
４
６
２
円

　
（
借
地
収
入
）

　

給
与
所
得

　

１
１
０
９
万
５
９
６
８
円

　
（
五
條
市
長
・
奈
良
県
広
域
消
防

　

組
合
議
会
議
員
）

水道料金改定への意見・答申をいただきました
　昨年８月から、市民・企業・市議・学識経験者で構成された８人の委員によ
る水道料金等審議会で会議を重ねてきましたが、第５回会議（５月 29 日）で
水道料金改定に対する意見がまとまり、市長に対し答申されました。 
　今後は、答申内容と審議会でのご意見をもとに、老朽管更新事業等実施資金
確保のため、20 年ぶりの料金改定を目指して準備を進めていきます。
※市長からの諮問内容と、答申内容の一部を市ホームページに掲載しています。

水道料金の改定を目指して準備を進めます

金

。
■問合先　水道局
　（内線 321）

み
ど
り
園
だ
よ
り
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賀
名
生
分
校
で

　

全
国
募
集
ス
タ
ー
ト

農
業
び
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に

　

五
條
高
校
賀
名
生
分
校
で
は
、
平
成
30
年
度
入
学
者

選
抜
か
ら
、
県
外
の
人
も
志
願
で
き
る
全
国
募
集
を
開

始
し
ま
す
。
豊
か
な
環
境
の
中
、
職
業
に
つ
な
が
る
実

践
的
な
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
活
を
提
供
し
ま
す
。

①
市
内
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解

決
を
目
指
し
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
人
づ
く
り
に

役
立
て
ま
す
。

②
若
者
を
五
條
に
招
致
し
、
農
業
や
学
校
行
事
な
ど
を

軸
に
地
域
の
皆
様
と
交
流
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
ま
す
。

①
募
集
学
科
は
農
業
科
で
す
。
平
成
29
年
度
入
学
者
選

抜
か
ら
農
業
科
単
独
の
募
集
と
し
て
い
ま
す
。

②
入
試
情
報
は
、
７
月
初
旬
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
配

布
予
定
の
「
入
学
者
選
抜
概
要
」
で
広
報
し
ま
す
。

①
実
施
時
期
（
年
２
回
実
施
）

　

８
月
19
日
（
土
）、
12
月
２
日
（
土
）

　

両
日
と
も
、
９
時
〜
15
時
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

②
主
な
内
容　

学
校
紹
介
、
体
験
実
習
、
地
域
農
業
の

見
学
、
寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

■
問
合
先

▼
五
條
高
校
賀
名
生
分
校　

☎
３
２
・
０
０
４
３

▼
教
育
総
務
課
（
内
線
８
２
３
）

日本年金機構から
黄色の封筒が届いた人は
年金を受け取ることができます

知
っ
て
い
ま
す
か

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
「
老
齢
基

礎
年
金
」
や
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
の
「
障

害
基
礎
年
金
」や
「
遺
族
基
礎
年
金
」

を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
し

な
い
で
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納

付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
期
間　

７
月
１
日
（
土
）
〜

　

平
成
30
年
６
月
30
日
（
土
）

※

承
認
さ
れ
る
期
間
は
申
請
日
か
ら

２
年
１
か
月
前
の
分
ま
で
で
す
。

■
持
ち
も
の　

年
金
手
帳
（
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
）、
印
鑑

※

失
業
が
原
因
の
場
合
は
失
業
特
例

を
申
請
で
き
ま
す
。
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
等
、
退
職
日
が
わ
か

る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意

※

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
度

所
得
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

将
来
受
け
と
る
年
金
額
は
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

※

猶
予
期
間
は
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
上
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

※

免
除
・
猶
予
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
を
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
、
付
加
年
金
お

よ
び
国
民
年
金
基
金
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
市
民
課
年
金
係

　
（
内
線
２
６
８
、
３
０
０
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

国民年金保険料を納めていますか国民年金保険料を納めていますか
国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
制
度※一部免除の保険料を納めなかった

場合は、未納扱いになります。

免除の種類と承認された後の納付額
（平成 29年度の月額保険料 16,490 円）

全額免除 ０円 

4 分の 3免除 4,120 円 

半額免除 8,250 円 

4 分の 1免除 12,370 円 

納付猶予 ０円 

国民年金保険料を納めていますか

老齢基礎年金を受け取るのに必要な期間（受給資格期
間）が「10年」に短縮されました。黄色い封筒が届い
て、まだ、請求手続をしていない人は、年金事務所に
て手続を行ってください。

IP電話からは
☎03・6700・1165 
月曜日　8 時 30 分～ 19 時
火～金曜日　8 時 30 分～ 17 時 15 分
第 2 土曜日　9 時 30 分～ 16 時

「ねんきんダイヤル」
☎０５７０・０５・１１６５ 
　　　　　　　　　（いい老後）

７/23（日)
９時～ 13時

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に

限
る
）

③
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

④
通
知
カ
ー
ド

⑤
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

※

受
け
取
り
は
原
則
本
人
に
限
り
ま
す
。

※

本
人
が
病
気
や
身
体
の
障
害
の
た
め
、

来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
代
理
人

に
受
け
取
り
を
委
任
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
診
断
書
等
の
書
類
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
（
有
効
期
間
内
の
も
の
に

限
る
）

※

郵
便
配
達
時
に
不
在
等
で
受
け
取
ら

れ
ず
、郵
便
局
で
の
保
管
期
間
を
経

過
し
た
通
知
カ
ー
ド
は
、市
役
所
市

民
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

※

通
常
の
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

市
民
課
（
内
線
５
０
３
）

市役所市民課で休日窓口を開設
し、個人番号カードの交付、通
知カードの受け取りができます。

マイナンバーカードの
相談も受け付けています

マイナンバー
個人番号（マイナンバー）カード・
通知カードは受け取りましたか

休日受け取り窓口

16くらしのメモ・こそだてひろば
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五
條
市
高
等
学
校
等

 

進
学
奨
励
支
度
金

　

給
付
申
請
の
お
し
ら
せ

進
学
を
支
援
し
ま
す

　

勉
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済

的
な
理
由
で
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
等
へ
の
進
学
が
困
難
な
人
に
対

し
、
進
路
の
保
障
を
図
り
、
進
学
の

意
欲
を
高
め
る
た
め
奨
励
支
度
金
給

付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人　

次
の
要
件
に
す

べ
て
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
平
成
29
年
４
月
以
降
に
奈
良
県
高

等
学
校
等
奨
学
金
、
五
條
市
育
英

会
奨
学
金
、
生
活
福
祉
資
金
（
修

学
資
金
）、
ま
た
は
母
子
・
父
子
・

寡
婦
福
祉
資
金
（
修
学
資
金
）
の

い
ず
れ
か
の
交
付
決
定
を
受
け
て

い
る
人

▼
五
條
市
に
居
住
し
、
平
成
29
年
３

月
に
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、

高
等
学
校
（
定
時
制
・
通
信
制
を

含
む
）・
高
等
専
門
学
校
に
入
学

し
た
人

■
提
出
期
限　

８
月
10
日
（
木
）

■
申
請
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
１
９
）

賀
名
生
分
校
で

賀
名
生
分
校
で

　

全
国
募
集
ス
タ
ー
ト

　

全
国
募
集
ス
タ
ー
ト

農
業
び
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に

農
業
び
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に

賀
名
生
分
校
で

　

全
国
募
集
ス
タ
ー
ト

農
業
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に

　

五
條
高
校
賀
名
生
分
校
で
は
、
平

　

五
條
高
校
賀
名
生
分
校
で
は
、
平
成
30
年
度
入
学
者

年
度
入
学
者

選
抜
か
ら
、
県
外
の
人
も
志
願
で
き
る
全
国
募
集
を
開

選
抜
か
ら
、
県
外
の
人
も
志
願
で
き
る
全
国
募
集
を
開

始
し
ま
す
。
豊
か
な
環
境
の
中
、
職
業
に
つ
な
が
る
実

始
し
ま
す
。
豊
か
な
環
境
の
中
、
職
業
に
つ
な
が
る
実

践
的
な
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
活
を
提
供
し
ま
す
。

践
的
な
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
活
を
提
供
し
ま
す
。

①
市
内
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解

①
市
内
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解

決
を
目
指
し
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
人
づ
く
り
に

決
を
目
指
し
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
人
づ
く
り
に

役
立
て
ま
す
。

役
立
て
ま
す
。

②
若
者
を
五
條
に
招
致
し
、
農
業
や
学
校
行
事
な
ど
を

②
若
者
を
五
條
に
招
致
し
、
農
業
や
学
校
行
事
な
ど
を

軸
に
地
域
の
皆
様
と
交
流
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

軸
に
地
域
の
皆
様
と
交
流
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
ま
す
。

に
貢
献
し
ま
す
。

①
募
集
学
科
は
農
業
科
で
す
。
平

①
募
集
学
科
は
農
業
科
で
す
。
平
成
29
年
度
入
学
者
選

年
度
入
学
者
選

抜
か
ら
農
業
科
単
独
の
募
集
と
し
て
い
ま
す
。

抜
か
ら
農
業
科
単
独
の
募
集
と
し
て
い
ま
す
。

②
入
試
情
報
は
、
７
月
初
旬
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
配

②
入
試
情
報
は
、
７
月
初
旬
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
配

布
予
定
の
「
入
学
者
選
抜
概
要
」
で
広
報
し
ま
す
。

布
予
定
の
「
入
学
者
選
抜
概
要
」
で
広
報
し
ま
す
。

①
実
施
時
期
（
年
２
回
実
施
）

①
実
施
時
期
（
年
２
回
実
施
）

　

８

　

８
月
19
日
（
土
）

日
（
土
）、
12
月
２
日
（
土
）

月
２
日
（
土
）

　

両
日
と
も
、
９
時

　

両
日
と
も
、
９
時
〜
15
時
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

時
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

②
主
な
内
容　

学
校
紹
介
、
体
験
実
習
、
地
域
農
業
の

②
主
な
内
容　

学
校
紹
介
、
体
験
実
習
、
地
域
農
業
の

見
学
、
寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

見
学
、
寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

■
問
合
先

■
問
合
先

▼
五
條
高
校
賀
名
生
分
校　

☎
３
２
・
０
０
４
３

▼
五
條
高
校
賀
名
生
分
校　

☎
３
２
・
０
０
４
３

▼
教
育
総
務
課
（
内
線
８
２
３
）

▼
教
育
総
務
課
（
内
線
８
２
３
）

全
国
募
集
の
目
的

募
集
学
科
お
よ
び
入
学
者
選
抜

学
校
見
学
会

　

五
條
高
校
賀
名
生
分
校
で
は
、
平
成
30
年
度
入
学
者

選
抜
か
ら
、
県
外
の
人
も
志
願
で
き
る
全
国
募
集
を
開

始
し
ま
す
。
豊
か
な
環
境
の
中
、
職
業
に
つ
な
が
る
実

践
的
な
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
活
を
提
供
し
ま
す
。

①
市
内
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解

決
を
目
指
し
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
人
づ
く
り
に

役
立
て
ま
す
。

②
若
者
を
五
條
に
招
致
し
、
農
業
や
学
校
行
事
な
ど
を

軸
に
地
域
の
皆
様
と
交
流
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
ま
す
。

①
募
集
学
科
は
農
業
科
で
す
。
平
成
29
年
度
入
学
者
選

抜
か
ら
農
業
科
単
独
の
募
集
と
し
て
い
ま
す
。

②
入
試
情
報
は
、
７
月
初
旬
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
配

布
予
定
の
「
入
学
者
選
抜
概
要
」
で
広
報
し
ま
す
。

①
実
施
時
期
（
年
２
回
実
施
）

　

８
月
19
日
（
土
）、
12
月
２
日
（
土
）

　

両
日
と
も
、
９
時
〜
15
時
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

②
主
な
内
容　

学
校
紹
介
、
体
験
実
習
、
地
域
農
業
の

見
学
、
寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

■
問
合
先

▼
五
條
高
校
賀
名
生
分
校　

☎
３
２
・
０
０
４
３

▼
教
育
総
務
課
（
内
線
８
２
３
）

〒637－8501
五條市本町１丁目１番１号
五條市役所　児童福祉課
「五條市子育て支援センター
　愛称募集係」宛

または FAX 22・4039

■応募先

　

乳
児
や
幼
児
お
よ
び
そ
の
保
護
者
が
相
互
の
交

流
を
行
う
場
と
し
て
、
イ
オ
ン
五
條
店
内
に
五
條

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
し
い
施
設
が
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
施
設
に
な
る
よ
う
に
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

五
條
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

愛
称
を
募
集
し
ま
す

す
て
き
な
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

①愛称 
②愛称を選んだ理由
　（簡単な説明）
③住所
④氏名（フリガナ）
⑤年齢
⑥職業 
⑦電話番号

■応募方法 ■
応
募
作
品
の
条
件

▼
乳
児
や
幼
児
の
子
育
て
支
援
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
覚
え
や
す
く
親

し
み
や
す
い
も
の

▼
自
作
の
未
発
表
の
も
の
で
、
他

者
の
知
的
財
産
権
を
侵
害
し
な

い
も
の

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
。
年
齢
不
問
。

個
人
で
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　

次
の
①
〜
⑦
を
記

入
し
、
児
童
福
祉
課
窓
口
も
し

く
は
郵
送
、
ま
た
は
F
A
X
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
五
條
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

７
月
３
日
（
月
）

〜
７
月
31
日
（
月
）
必
着

※

窓
口
で
提
出
の
場
合
は
平
日
８

時
30 
分
〜
17
時
15
分

■
結
果
発
表　
「
広
報
五
條
」、「
五

條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
等
で
発

表
し
ま
す
。

■問合先　児童福祉課
　（内線 349） 国民年金保険料を納めていますか
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紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
庭
用
プ
ー
ル
を
使
っ
た
水
遊

び
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～)

生後
６か月～

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

２歳児
 対象

第 1
月曜日

１歳～
　５歳

つ
ど
い
の
広
場

毎
週
月
・
金
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
・
申
込
不
要
）

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
時
期
を
迎

え
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
カ
ル

ム
五
條
の
１
階
テ
ラ
ス
で
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
や
水
遊
び
等
で
遊
ぶ
こ
と

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

着
替
え
・
タ
オ
ル
・
お
茶
等
を

持
っ
て
カ
ル
ム
五
條
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

※

い
つ
も
ど
お
り
室
内
遊
び
に
な

る
日
も
あ
り
ま
す
。（
日
程
は

月
初
め
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

毎週木
26.4/2（（H2

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線３４９）

市内保育所
学童保育所

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

夏
休
み
工
作
教
室

夏
休
み
の
宿
題
に

■
日
時　

７
月
27
日
（
木
）

　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

五
條
児
童
館　

■
対
象　

小
学
生

■
募
集
人
数　

20
人
程
度

■
持
ち
物　

お
茶
・
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

７
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
来
館
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て

紙
粘
土
工
作
を
し
ま
し
ょ
う
。

18こそだてひろば
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